



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 7款 道徳教育に関する配慮事項 
何ができるようになるか 前文 
第 1章 総則  第 1款 高等学校教育の基本と教育課程の役割 
1.教育課程編成の原則  2.生きる力を育む特色ある教育活動の展開  3.育成を目指
す資質・能力  4.体験的な学習の指導  5.カリキュラム・マネジメント 
何を学ぶか 第 2款 教育課程の編成 
1.各学校の教育目標と教育課程の編成  2.教科等横断的な視点に立った資質・能力の




第 3款 教育課程の実施と学習評価 
1.主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 2.学習評価の充実 
何が身に付いたか 第４款 単位の修得及び卒業の認定 
1.各教科・科目及び総合的な探究の時間の単位の修得の認定  2.卒業までに修得させ
る単位数  3.各学年の課程の修了の認定 
子供の発達をどのように支
援するか 
第 5款 生徒の発達の支援 
1.生徒の発達を支える指導の充実  2.特別な配慮を必要とする生徒への指導 



































































































6.3. SGH への取組 














































































































実施日 名 称 対象学年 実施内容 
5/31 市内ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 2 年 県内の会社等を訪問調査し、課題研究に資する 
6/15 模擬国連 2 年 模擬国連実施のため調査研究 
6/29 留学生等にｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 2 年 県内在住外国人に英語でｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 
7/4 講演会 全学年 東京理科大学学長講演会及び慶應義塾大学教授による講演会 












11/30 海外研修事前発表会 1,2 年 海外調査の内容について、仮説・予想を発表する。 





1/9 ｴﾄﾞｸﾞﾚﾝﾊｲｽｸｰﾙ訪問 1 年 交流会を通して、異文化理解に努める。 
1/18 ゼミ内発表会Ⅰ 1,2 年 校外にも公開して、ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝによる発表会 
2/3 深い学び発表会 2 年代表者 県主催の発表会に参加 
3/16 ゼミ内発表会Ⅱ 1,2 年 校外にも公開して、ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝによる発表会 
3/19,24 東北地区、全国大会 1,2 年代表 19 日東北大会、24 日 SGH 全国大会参加 
出所：SGH 第 4 年次「平成 29 年度研究報告書」より行事実施項目を抜粋し、筆者が再編集した。 
 
この事業の対象とする生徒は 3年生の SGH 選択コース 26 名、2年生の文科系を選択する
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している。なお対象生徒は、事業指定初年度となる 2017 年度は 1 年生全員(280 名)、事業









































【図８】平成 29 年度の具体的活動内容     ＊ゼミ単位の活  

















出所：「SSH 研究開発実施報告書第 1年次」より行事実施項目を抜粋し、筆者が再編集した。 
 
6.4.4. 取組の評価 






















































6.5.　SGH と SSH に対応するカリキュラム・
マネジメント

























































6.5. SGH と SSH に対応するカリキュラム・マネジメント 
【図９】は SGH と SSH の双方の取組を、カリキュラムの中に如何にシンクロさせるのか
を、具体的に可視化したものである。 





成を目指す資質・能力と、SGH 及び SSH 指定後のそれとの間には大差がないものの、多種
多様な教育活動を展開するという状況の変化に教職員が困惑したことも事実である。だか
らこそ、学校として育成を目指す資質・能力を整理・再提示し、同じベクトルで取り組む





出所：「スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書第 1年次」、p45 より転載。 
 
取組の評価・検証と考察 


































































































































































打合会議や校内 LAN 等や SNS といった
情報機器を積極的に活用することを推奨し
たい。
−　25　−
⑪　育成を目指す資質・能力を培うために、新
たな「学校設定教科・科目」の研究、開発
に取り組む。学校の特色化や魅力化に大い
に貢献できる。
⑫　グローバル・ダイバーシティ・インクルー
シブ・主権者教育等については喫緊の教育
課題として、取組の方向性並びに具体策を
早急に検討する必要がある。
　改めて言うまでもなく、カリキュラム・マネ
ジメントという概念は学校（教師）が子供たち
のことをどのように捉え、どのように育ててい
くのかという手段を具現化したものである。荒
瀬（2016）は、「カリキュラム・マネジメント
は目的でなく手段。生徒がよりよい人生を送る
ために何をどう学び、どんな力をつけるかとい
うことの手段です。（中略）重要なのは、現状、
目標、課題という三つの要素が認識できている
ということ。目標から現状を引き算すると課題
が見えてきます。課題が見えないとしたら、目
標があいまいか、現状が見えていないか、それ
とも両方ともないか。“こんな力を生徒に付け
たい”という目標を設定し、“今はどうなのか”
という現状を認識し、課題を明らかにしていく
ことが必要（29）」と説く。
　今後の高校教育の在り方として、上記事項に
係る一連のサイクルの中で時宜を逸することな
く、常に展開される教育活動を検証し、授業改
善を含めて、間断なく学校全体の教育活動の改
善を図っていくことが求められる。現状維持は
停滞の始まりと言えるからである。そのために
最も大切なことは何か。それは校長のビジョン
であり、意志と責任である。カリキュラム・マ
ネジメント活性化への取組は校長の決断なくし
ては不可能である。そして、実践の中核となる
教職員の主体性を引き出しボトムアップの手法
を担保するには、校長のビジョンと学校経営方
針が明確に示され、教職員の意見やアイディア
が受け入れられる職場環境が醸成されていなけ
ればならない（30）。今後の高校教育の在り方の
勘所と考える。
８．結びに（今後の課題）
　「教育における不易と流行」という言葉は言
い尽くされた感があるが、変化の潮流の真只中
にある今、高校教育の根幹を再確認する必要が
ある。多様な流行の結実として不易が成立して
いるとしても、それは事象の真理を追い求める
学ぶ者としての普遍的な姿勢を追究することで
あり、何のために学ぶのかという学びの意味や
目的を考える態度である。このことを背景に、
子供たちの個性や可能性をどう育て、どう社会
的に意味のあるものにしていくのかという学び
を為す手段への取組こそが高校教育の目指すと
ころであり、責務であると考えている。
　本稿では、新学習指導要領が求めるカリキュ
ラム・マネジメントの理念を踏まえ、育成を目
指す資質・能力を育む高校教育の在り方につい
て筆者が関わった実践事例に基づき、具体的な
実践方法を提示しながら論究した。その結果、
各高校においては教育課程（カリキュラム）編
成に至る手続きの過程を改善し、育成を目指す
資質・能力を掲げたコンピテンシー・ベースの
教育課程を策定することが求められるととも
に、その実現のためには管理職の学校経営に係
るマネジメント力の向上が期待されることが明
らかになった。ただ、考察した事例が限定的な
ものであったことから、より一層実践事例の収
集に努めて教育的論拠を明示し、実践知と理論
知の融合を深化させていく必要があるというこ
と痛感している。このことを自らの課題として
挙げ、さらに研究を進めていきたいと考えてい
る。
成田　昌造
−　26　−
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